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六
+
三
年
度
全
(
十
月
二
十
九
日
J
十
一
月
一
日
〉

筑

波

大

学

な

ら

び

に

長

野

と

の

共

催

。
第
一
日
(
十
月
二
十
九
日
〔
土
〕
〉

(
午
後
一
時
J
五
時
三
十
分
、
高
遠
町

百
五
十
名

人
麻
呂
に
お
け
る
文
字
と
こ
と
ば
東
京
大
学
教
授

高
葉
随
感
|
|
「
我
が
身
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|

日
本
女
子
大
学
教
授

漢
語
あ
そ
び

l
l寓
葉
語
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

学

会

代

表

挨

拶

筑

波

大

学

教

授

「
高
遠
」
は
、
大
化
改
新
以
前
に
通
じ
た
古
東
山
道
の
要
地
の
一
つ
。
南
北

朝
の
噴
か
ら
、
諏
訪
氏
の
支
族
高
遠
氏
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
、
い
く
た
の
安
遷

を
経
た
の
ち
、
内
藤
三
万
三
千
石
を
も
っ
て
終
っ
た
古
い
城
下
町
で
あ
る
。
大

ま

と

ほ

れ

ん

げ

じ

正
五
年
、
田
山
花
袋
は
、
高
遠
町
的
場
の
蓮
華
寺
に
絵
島
の
墓
を
発
見
し
た
時
、

コ
局
遠
は
山
裾
の
町
古
き
町
行
き
あ
ふ
子
ら
の
美
し
き
町
」
と
歌
っ
て
い
る
。

こ
の
山
裾
の
町
に
は
、
今
に
、
高
葉
の
香
気
が
漂
っ
て
い
る
。
信
州
高
速
で
昭

和
六
十
三
年
度
の
大
会
を
開
催
し
た
所
以
。

折
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
お
ろ
し
の
が
や
や
強
く
吹
き
荒
れ
は
し
た
も
の
の
、

i報i

i告 j

挨堂
拶)

高
遠
町
長

六
八

セ
ン
タ
ー
講

ヲ
町
宮
山
川
の
清
流
う
も
み
じ
は
、
人
麻
呂
の
「
大
船
の
渡
り
の
山
の

宜

が

い

も

の
散
り
の
乱
ひ
に
妹
が
袖
さ
や
に
も
見
え
ず
」
を
想
起
さ
せ
る
。
十
二
時

四
十
分
に
は
、
会
場
の
定
席
約
五
百
は
す
で
に
満
員
。
会
場
下
の
畳
敷
会
議
室

に
設
け
ら
れ
た
テ
レ
ビ
の
前
に
座
す
る
者
七
十
名
。
司
会
は
吉
井
巌
編
輯
委
員

こ
の
状
況
を
地
元
の
新
聞
は
「
高
速
は
寓
葉
の
町
」
と
総
括
し
な
が
ら
、
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

青
木
教
授
は
「
寓
葉
随
感
」
と
題
し
、
「
我
が
身
」
を
詠
ん
だ
歌
を
人
麻

呂
作
歌
と
の
関
連
の
中
か
ら
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
万
葉
か
ら
古
今
集
へ

の
流
れ
を
説
明
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
開
催
地
を
代
表
し
て
北
原
町
長
は

「
歴
史
と
文
化
の
町
で
万
葉
が
語
ら
れ
研
究
の
場
が
持
て
る
の
は
た
い
へ

ん
光
栄
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
対
し
講
演
ト
ッ
プ
の
稲
岡
教
授

は
、
本
題
に
入
る
前
に
、
歴
史
の
町
な
ら
で
は
の
歓
迎
ぶ
り
や
一
般
の
関

心
の
高
さ
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
。
(
十
月
三
十
日
高
速
日
報
〉

初
日
は
、
三
つ
の
講
演
を
四
時
間
半
に
わ
た
っ
て
聴
い
た
。
小
島
代
表
は
、

「
万
葉
研
究
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
分
野
が
あ
り
、
若
い
人
た
ち
に
期
待
し

た
い
」
と
し
た
上
で
、
辞
書
類
に
ま
だ
載
っ
て
い
な
い
用
語
の
意
味
や
用

例
を
中
心
に
話
し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
例
年
に
比
べ
て
会
員
が
五
割

ほ
ど
多
く
参
加
し
て
い
る
。
現
地
の
一
般
の
人
た
ち
が
多
い
の
も
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
た
。
(
十
月
三
十
日
信
濃
毎
日
新
聞
)

こ
れ
に
対
し
、
一
般
聴
衆
の
反
応
に
つ
い
て
は
、

こ
の
日
は
:
:
:
三
氏
の
講
痛
が
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
高
葉
の
権
威
者

だ
け
に
折
角
の
機
ん
と
聴
講
し
た
人
た
ち
の
な
か
に
は
「
な
か
な
か
専
門

的
で
む
ず
か
し
い
」
と
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
し
て
い
た
。
(
十
一
月
一

日
高
速
新
聞
)

~t 

エ
平
氏

門
耕
二
氏

青
木
生
子
氏

小
島
憲
之
氏



と
報
じ
て
い
る
。
個
人
的
に
受
け
取
っ
た
感
想
。
「
ケ
リ
に
在
を
宛
て
る
か
宛

て
な
い
か
で
人
昨
呂
集
歌
の
意
味
に
違
い
が
あ
る
と
は
驚
い
た
。
い
い
勉
強
を

さ
せ
て
頂
い
た
」
(
主
婦
農
業
、
七
十
歳
〉
、
「
ど
の
講
演
者
も
聴
衆
を
専
門
家

と
し
て
扱
っ
て
下
さ
っ
た
の
に
感
動
し
た
。
張
合
い
が
出
て
き
た
」
(
男
子
農

業
・
歌
人
、
六
十
歳
)
、
「
閉
会
の
挨
拶
ま
で
が
学
問
的
だ
っ
た
」
(
会
社
員
妻
、

五
十
七
歳
)
等
々
。

想
親
会
(
午
後
六
時
J
八
時
三
十
分
、
絵
島
ホ
テ
ル
大
会
議
室
〉
参
加
者

百
十
三
名

絵
島
ホ
テ
ル
は
、
高
遠
本
町
の
講
演
会
場
か
ら
は
徒
歩
十
五
分
。
城
下
の
南

せ
ん
じ
よ
う
だ
け

東
直
下
に
あ
り
、
南
に
、
近
く
は
高
遠
湖
を
、
遠
く
は
仙
丈
岳
を
控
え
る
。

懇
親
会
司
会
者
は
、
渡
辺
護
・
坂
本
信
幸
編
輯
委
員
。
会
場
正
面
に
は
高
遠

町
の
厚
意
に
よ
る
地
酒
「
仙
醸
」
の
樽
。
講
演
者
三
氏
ら
に
よ
っ
て
、
め
で
た

く
鏡
割
り
。
い
く
た
の
ス
ピ
ー
チ
が
打
ち
続
く
中
、
和
気
藷
々
と
し
て
終
了
。

大
会
の
直
前
、
無
投
票
で
五
選
を
果
し
た
町
長
が
、
「
選
挙
が
あ
っ
て
は
や
か

ま
し
く
て
学
会
の
邪
魔
に
な
る
の
で
、
こ
こ
一
年
無
投
票
に
な
る
よ
う
精
進
に

精
進
を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
祈
り
の
実
っ
た
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
」
と
挨
拶

し
た
の
が
と
く
に
拍
手
を
誘
っ
た
。
当
日
の
料
理
は
、
松
茸
酒
、
昨
刺
、
蜂
の

子
(
す
が
れ
)
、
ざ
ざ
虫
、
桜
寿
司
、
五
平
餅
等
々
、
高
遠
色
満
杯
。

小
島
代
表
は
、
高
遠
の
景
情
に
感
を
催
し
て
、
こ
の
夜
、
次
の
よ
う
な
即
興

の
漢
詩
を
詠
じ
、
高
遠
町
に
寄
せ
た
。
題
し
て
「
高
速
晩
秋
、

山
乱
葉
斑
青
翠
松

前
つ
ぞ
う

陽
春
(
月
蔵
即
高
速
城
)

者
約
二
百
五
十
名

か
ら
見

四
巻
の
場
合

筑
波
大
学
大
学
院

朝
比
奈
英
夫

万

に

お

け

る

板

垣

徹

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
国
を
作
る
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
神
野
志
隆
光

絵
島
ホ
テ
ル
大

参
力日

以

上

司

会

人
麻
呂
の
表
現
構
成
に
お
け
る
時
間
意
識
に
つ
い
て

東

京

大

学

大

学

院

一

光

「
雑
歌
」
に
み
ら
れ
る
寓
轍
歌
九
州
女
子
大
学
上
森
鉄
也

い
に
し
へ
に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す
l
|
額
田
王
晩
年
の
歌
境
|
|

北

海

道

大

学

身

崎

書

以
上
司
会
内
田
賢
徳
編
輯
委
員

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
助
辞
表
記
実
践
女
子
大
学
渡
瀬
昌
忠

山
の
た
を
り
ー
ー
そ
の
縁
語
的
発
想
|
|
帝
京
大
学
春
日
和
男

研

究

発

表

寸

感

学

会

代

表

小

島

憲

之

以
上
司
会
井
手
至
編
輯
委
員

本
日
も
快
晴
。
九
時
四
十
分
頃
に
は
満
席
。
周
囲
に
立
つ
人
が
現
わ
れ
、
急

い
で
椅
子
を
運
び
入
れ
る
一
幕
も
。
例
年
の
講
演
会
に
匹
敵
す
る
人
の
集
ま
り

に
、
編
輯
委
員
一
同
が
む
し
ろ
驚
く
。
一
人
二
十
五
分
の
発
表
時
聞
を
超
過
し

た
人
は
皆
無
。
関
心
の
高
さ
の
あ
ま
り
、
質
疑
応
答
五
分
が
二
十
分
に
及
ぶ
場

合
も
あ
っ
た
。
上
代
文
学
研
究
の
大
先
達
、
石
井
圧
司
博
士
(
米
寿
〉
は
、
「
水

準
の
高
い
発
表
ば
か
り
で
心
が
洗
わ
れ
た
。
外
の
黄
葉
に
ふ
と
目
を
や
り
な
が

ら
聞
き
入
っ
て
い
る
と
、
。
を
ち
返
る
e

と
い
う
こ
と
が
こ
の
世
に
も
あ
る
こ

翻
憶
梗
荒
甲
信
時

。
第
二
日
〈
十
月
三
十
日
〔
日
〕
〉

研
究
発
表
会
〈
午
前
十
時
l
午
後
五
時
、

.tI::. 
ロ

六
九



報

tI:. 
ロ

七
O 

日 と
を
知
っ
た
」
と
述
べ
、
こ
の
大
会
で
一
れ
の
一

「
朝
影
に
照
る
や
域
社
の
桜
黄
葉
」
の
一
句
を
寄
せ
ら
れ
た
。

。
第
三
・
四
日
(
十
月
三
十
一
日
〔
月
〕
〉
・
十
一
月
一
日
〔
火
〕
〉

高
薫
研
修
悼
行
|
|
晩
秋
の
信
濃
路
を
辿
る
l
l
|
参
加
者
九
十
名

十
月
三
十
一
日
高
遠
(
絵
島
ホ
テ
ル
前
八
時
二
十
分
、
高
遠
町
文
化
セ

ン
タ

l
前
八
時
三
十
分
出
発
〉

l
杖
突
峠
ハ
九
時
J
九
時
十
分
〉

l
茅

野
・
必
罰
法
跡
・
考
古
館
(
九
時
五
十
分
J
十
時
二
十
分
〉
1

雨
境

峠
・
鳴
石
(
十
一
時
J
十
一
時
三
十
分
)
!
中
軽
井
沢
(
昼
食
、
十
二

時
四
十
分
J
十
三
時
二
十
分
〉

l
入
山
峠
リ
旧
碓
氷
峠
ハ
十
三
時
四
十

分
J
十
三
時
五
十
五
分
)
|
小
諸
・
懐
古
園
(
十
四
時
五
十
分
J
十
五

時
四
十
分
)
l上
田
・
国
分
寺
(
十
六
時
十
分
J
十
六
時
五
十
分
)
|

戸
倉
上
山
田
温
泉
ハ
十
七
時
三
十
分
到
着
、
戸
倉
バ

l
グ
ホ
テ
ル
宿
泊
、

夕
食
は
懇
親
会
)

十
一
月
一
日
戸
倉
上
山
田
温
泉
(
寓
葉
公
園
散
策
の
後
、
戸
倉
パ
l
ク

ホ
テ
ル
前
九
時
十
分
出
発
)
1更
埴
・
倉
科
(
倉
科
将
軍
塚
古
墳
石
井

の
手
児
の
歌
碑
な
ど
見
学
、
九
時
三
十
分

t
九
時
四
十
五
分
)
|
松

代
・
象
山
記
念
館
(
十
時
五
分
i
十
時
三
十
五
分
)
|
川
中
島
古
戦
場

跡
ハ
十
時
四
十
五
分
i
十
一
時
十
分
)
!
娯
捨
・
長
楽
寺
(
昼
食
、
十

一
時
四
十
分
J
十
二
時
三
十
分
〉

l
千
曲
川
展
望
台
(
十
二
時
四
十
分

ひ
ら
い
で

J
十
三
時
〉
|
塩
尻
・
平
出
遺
跡
・
博
物
館
(
十
四
時
四
十
五
分
l
十

五
時
四
十
五
分
)
l塩
民
駅
(
第
一
次
解
散
、
十
六
時
)
!
高
遠
(
最

終
解
散
、
十
七
時
)

十
月
三
十
日
夜
、
信
州
全
土
に
雪
が
降
っ
た
。
し
か
し
、
明
け
て
の
一
日
は
、

。
白
銀
を
深
々
と
か
ぶ
っ
た
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
抜
け
る
よ
う

つ
て
の
、

は

や

ま

の

空

に

く

っ

き

り

と

波

立

ち

、

そ

れ

が

端

山

合

う
。
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ぬ
絶
景
。
そ
の
絶
景
の
中
、
お
お
む
ね
は
古
東

山
道
の
経
路
を
辿
っ
て
、
右
に
掲
げ
た
二
日
間
の
行
程
を
終
え
た
。

パ
ス
二
台
。
解
説
者
は
、
第
一
号
車
が
伊
藤
博
編
輯
委
員
〈
高
遠
町
出
身
)
、

第
二
号
車
が
浅
見
徹
編
輯
委
員
(
旧
制
松
本
高
校
出
身
〉
。
第
一
号
車
は
村
落

の
風
土
に
詳
し
く
、
第
二
号
車
は
ア
ル
プ
ス
の
名
と
体
系
に
詳
し
い
と
の
評
あ

り
。
信
州
お
よ
び
信
州
に
か
か
わ
る
上
州
の
寓
葉
遺
跡
を
大
部
分
尋
ね
、
そ
の

歌
々
の
す
べ
て
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
古
東
山
道
の
重
要
な

峠
で
あ
る
雨
境
峠
の
祭
杷
の
跡
や
尖
石
遺
跡
・
平
出
遺
跡
を
通
し
て
、
高
葉
び

と
の
鴇
旅
や
日
常
の
生
活
を
学
ん
だ
点
も
多
い
。
平
出
遺
跡
見
学
の
あ
と
、
小

島
代
表
の
挨
拶
が
前
述
の
漢
詩
の
披
露
と
と
も
に
あ
り
、
一
行
は
帰
路
に
つ
い

た。
右
に
掲
げ
た
二
日
間
の
行
程
に
お
け
る
時
聞
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
予
備
調

査
を
行
な
っ
た
芳
賀
紀
雄
編
輯
委
員
の
手
に
成
る
予
定
時
間
で
あ
る
。
こ
の
予

定
時
間
は
、
二
日
目
の
千
曲
川
展
望
台
か
ら
平
出
遺
跡
ま
で
の
行
程
が
思
い
の

ほ
か
に
時
間
を
取
り
、
遺
跡
の
見
学
時
聞
が
二
十
分
ば
か
り
短
縮
さ
れ
て
し
ま

っ
た
以
外
は
、
悉
く
実
施
時
間
と
重
な
る
。
ま
た
、
こ
の
研
修
旅
行
の
た
め
の

資
料
『
醐
和
的
逗
詞
高
葉
旅
行
|
晩
秋
の
信
濃
路
を
辿
る
l
』
は
、
筑
波

大
学
大
学
院
生
た
ち
(
上
代
専
攻
)
の
労
に
か
か
る
。
七
十
三
頁
に
わ
た
っ
て

詳
細
で
あ
り
つ
つ
、
内
容
の
よ
く
整
理
さ
れ
た
資
料
。
別
途
に
購
入
を
要
請
し

た
人
が
何
人
も
い
た
。

高
速
に
帰
っ
て
最
終
解
散
に
加
わ
っ
た
者
は
、
蜂
矢
真
郷
編
輯
代
表
以
下
、

高
遠
大
会
の
き
に
任
じ
た
者
十
八
名
。
心
こ
も
る
絵
島
ホ
テ
ル
の
タ
嗣
を

共
に
し
て
、
の
冷
気
の
中
、
東
西
に
別
れ
を
惜
し
む
。
こ
の
時
、
高
遠
大



会
一
切
の
取
り
仕
切
り
に
当
た
ら
れ
た
高
遠
町
文
化
セ

γ
タ
l
所
長
森
下
正
夫

氏
、
お
よ
び
、
終
始
献
身
的
な
労
を
捧
げ
て
や
ま
な
か
っ
た
中
村
文
彦
、
山
川

隆
、
矢
島
昭
の
諸
氏
、
さ
ら
に
、
大
会
開
催
の
労
を
取
っ
て
下
さ
っ
た
高
遠
町

教
育
長
向
山
幹
男
氏
に
厚
く
見
送
ら
れ
た
の
は
感
無
量
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
大
会
に
あ
た
っ
て
は
、
高
遠
町
で
は
「
歓
迎
高
葉
学
会
全
国
大

ま
ち
な
か

会
」
の
塔
や
横
断
幕
を
街
中
に
設
け
て
一
同
を
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
役
場
や
図

書
館
の
方
々
は
街
の
辻
々
に
立
っ
て
懇
切
な
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
。
大
会
が

終
っ
た
翌
日
、
高
速
は
打
っ
て
変
っ
て
強
い
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
外
出
も
困
難

で
あ
っ
た
由
。
高
速
大
会
が
成
功
裡
に
終
っ
た
の
は
、
高
遠
の
人
々
の
真
心
が

天
に
通
じ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
は
る
か
「
高
遠
」
に
向
っ
て
頭

γ
垂
れ
る

の
み
。高
速
大
会
の
最
中
、
高
遠
の
人
々
や
地
元
の
新
聞
社
か
ら
、
今
回
の
全
国
大

会
は
何
回
目
の
全
国
大
会
な
の
か
と
た
び
た
び
質
問
さ
れ
た
。
し
か
し
答
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
お
わ
び
に
、
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

高
速
大
会
か
ら
帰
っ
て
、
機
関
誌
「
寓
葉
」
全
百
二
十
九
号
の
報
告
欄
を
調

査
し
た
。
寓
葉
学
会
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
声
が
、
小
島
憲
之
氏
を
通
し
て
、

京
都
大
学
退
休
後
の
津
潟
久
孝
博
士
の
耳
に
入
っ
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
六
月

十
五
日
。
早
く
も
そ
の
年
の
十
月
十
五
日
に
は
、
機
関
誌
「
寓
葉
」
の
創
刊
号

が
刊
行
さ
れ
た
。
報
告
欄
に
よ
る
だ
け
で
も
、
学
会
が
誕
生
し
成
長
し
た
過
程

が
こ
も
ど
も
知
ら
れ
、
い
た
く
輿
を
覚
え
る
け
れ
ど
も
、
今
は
措
く
。

ま
ず
、
高
葉
旅
行
は
、
単
独
の
一
日
旅
行
は
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
三
十
年
の
北

海
道
大
会
に
お
け
る
札
幌
市
半
日
見
学
旅
行
も
含
め
て
、
五
十
五
因
。
高
官
講

演
会
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
の
、
京
都
大
学
に
お
け
る
第
一

m

蹴

起
大
会
以
来
、
四
十
一
因
。
研
究
発
表
会
は
、
翌
昭
和
二
十
七
年
五
月
十
一
日

報

告

の
本
部
関
西
大
学
で
の
第
-
回
発
表
会
以
来
三
十
八
因
。
そ
の
他
、

展
が
三
回
(
昭
和
二
十
六
年
に
二
回
、
昭
和
四
十
二
年
に
一
回
)
、
夏
期
高
葉

講
習
会
が
四
回
(
昭
和
二
十
九
年
J
三
十
二
年
〉
。
は
じ
め
二
年
間
は
、
旅
行
、

講
演
会
、
研
究
発
表
会
等
が
連
関
ぜ
ず
、
日
を
置
い
て
別
の
会
場
で
催
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
最
小
限
度
こ
の
三
つ
を
繋
げ
よ
う
と
す
る
意
図

は
最
初
か
ら
見
ら
れ
(
既
述
の
京
都
大
学
に
お
け
る
第
一
回
講
演
会
は
十
一
月

十
日
、
そ
の
あ
と
十
三
日
目
の
十
-
月
二
十
三
日
に
奈
良
方
面
へ
の
第
-
回
高

葉
旅
行
)
、
昭
和
二
十
八
年
(
五
月
三
十
日
J
六
月
三
日
)
の
東
北
大
学
で
の

全
国
大
会
に
お
い
て
、
早
く
も
今
日
の
大
会
の
型
が
定
ま
っ
た
。
そ
の
昭
和
二

十
八
年
に
は
、
三
月
二
十
八
日

t
三
十
日
の
九
州
大
会
で
は
研
究
発
表
会
を
欠

く
も
の
の
、
十
一
月
十
四
日

l
十
七
日
の
天
理
大
学
に
お
け
る
大
会
を
含
め
て

三
回
も
全
国
大
会
が
聞
か
れ
て
い
る
。

初
代
代
表
津
潟
久
孝
博
士
は
、
若
手
の
気
鋭
を
編
輯
代
表
に
立
て
る
と
い
う

方
針
を
最
初
か
ら
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
運
営
陣
に
つ
い
て
は
、
最
高
責
任
者
を

「
会
長
」
と
は
言
わ
ず
「
代
表
者
」
と
称
す
る
、
そ
し
て
、
他
に
は
編
輯
委
員

し
か
設
け
ず
、
そ
の
責
任
者
は
若
手
を
据
え
る
と
い
う
の
が
、
津
潟
博
士
の
暗

黙
の
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
慣
行
を
敷
く
た
め
に
、
第
十
四
号
(
昭
和

三
十
年
一
月
)
あ
た
り
ま
で
は
若
手
の
一
人
に
実
務
を
委
ね
つ
つ
自
ら
も
投

稿
・
原
稿
、
墨
丸
の
任
に
当
た
り
、
編
輯
後
記
の
一
部
を
第
七
号
を
除
い
て
ず
っ

と
書
き
続
け
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
十
五
号
か
ら
は
、
編
特
代
表
に
は
若
手
陣
の
一
人
が

単
独
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
〈
こ
の
時
に
は
あ
と
は
み
ん
な

で
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
志
表
示
が
あ
っ
た
)
、
そ
の
代
々
の
編
輯
代
表
〈
通

称

)

は

、

先

に

記

し

た

よ

う

な

せ

る

年

々

の

学

七



報

告

昭和61年度収支決算 (124・125号〉

入

1，241，323 

75，938 

432，610 

越

費

入

繰

会

会費外収

在庫号販売等

収

度年

1，749，871 

出

計

支

メL
口

し
た
形
跡
が

280，000 

132，000 

絡連
月
信
町
通

A

費
宮

山

覧

踊

等

田

昌

助

月

稿

・

補

原

費

費

催 費開会~与
す一

七
二

O
学
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
現
在
学
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
委
員
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
す
。

浅

見

徹

井

手

至

伊

藤

博

井

村

哲

夫

内

田

賢

徳

粕

谷

興

紀

神

堀

忍

木

下

正

俊

@

小

島

憲

之

坂

本

信

幸

西

宮

一

民

芳

賀

紀

雄

橋

本

達

雄

O
蜂

矢

真

郷

村

田

正

博

毛

利

正

守

吉

井

巌

渡

瀬

昌

忠

渡

辺

護

。
は
学
会
代
表

O
は
編
集
委
員

マ
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
遅
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
前
号
帽
載
の
昭
和
六
十

年
度
分
に
続
い
て
、
同
六
十
一
年
度
分
を
報
告
致
し
ま
す
。
同
六
十
二
年
度

分
に
つ
い
て
も
、
追
っ
て
報
告
の
予
定
で
す
。

135，000 

76，470 

A-
日

会
行
事
の
回
数
を
ど
の
よ
う
に
る
べ
き
か
、
一
様

あ
る
。
し
か
し
、
誰
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
学
会
独
自
の

回
数
の
基
準
に
据
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
事
実
、
講
演
会
、
研
究
発
表
会
、
研

修
旅
行
の
三
者
の
う
ち
、
研
究
発
表
会
を
欠
く
場
合
は
初
期
の
三
回
し
か
な
い

(
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
、
昭
和
二
十
七
年
十

l
十
一
月
、
昭
和
二
十
八
年
五

J
六
月
)
。
講
演
会
を
も
っ
て
全
国
大
会
回
数
の
基
本
姿
勢
と
す
る
こ
と
は
正

し
い
姿
勢
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
た
見
方
に
立
つ
と
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
高
遠
大
会
は
、
第
四
十
一

回
の
全
国
大
会
で
あ
っ
た
と
い
谷
が
導
か
れ
る
。
こ
こ
ま
で
よ
く
ぞ
来
た

も
の
と
、
し
み
じ
み
思
う
。
「
高
遠
」
に
向
っ
て
敬
礼
し
つ
つ
、
報
告

を

終

え

る

。

博

)

1，550，495 

7，500 

1，003，495 

547，000 

919，525 印

機関誌 (124・125号〉

.ポスター等

費

計

計

計

発送費・通信費

費

月
等
山
費
居
通
山
本
〈及

ロ
日日

務

耗

事

消

199，376 高残



0298 52 1719 茨城県・つくば市天久保2 22 1 

コーポ105

305 美浩千

大阪狭山市今熊2 1823 589 

0742 49 5202 円満寺

山2 4 35 204 

奈良市二名町1502631 

204 

吹田市竹見台3 2・C37 204 06 835 3703 

熊本市新南郡町332 第2大久保アパート11号

宝塚市中山五月台465

565 

862 

665 

帝塚山
図

当山日出夫

徳留美智子

永原琢平

中村 昭

中小路駿逸

野禎

村英

本雅

井俊

田

原

坂

会
員
名
簿
補
訂

19 50 -" 630-02 

0593 83 6130 

078 785 1509 

公団石田33 605 

広 697 浜田市長浜町1475

之 510-02鈴鹿市岸国町1200ー63

博 601-13京都市伏見区石田森南町14

子 617 向日市上植野町北小路8

樹 655 神戸市垂水区神陵台9 16 3 

雄 244 1 

茂

達

西

西

橋

藤

藤

保
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久島

島

田

三

水

三

612 司正地宮

市相模大野4 5 10 1104 

くば市並木2 113ー102

高槻市玉川新町2 12 

弘前市紙漉町5 4 三上ハイツ301

岡山市三野219 メゾン千田208

奈良市藤の木台3 29 6 

岡山市下伊福西町7 32ー707

唱

iqo 
ロリ東安区南佐安市島広凸uqo 

司
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学
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子
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嘉
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渡部昭子 950-21 ーの町7810 高台荘523

(表示，改姓を含む〉

綾城幸則 565 吹田市古江台5 3・D3 202 

井沢玲子 182 調布市柴崎1 10 1 305 

石井 治 182 調布市染地3 1 105 

I I住宅ホ 5 307 

石 正明 534 大阪市都島区都島通2 1 3 301 

市瀬雅之 463 名古屋市守山区大字d 田88 5 

植垣節也 567 茨木市松ケ本町5 41 205 

江富範子 603 京都市北区上賀茂岩ケ垣内町29 1 

藤井マンシ冨ン15

扇野 史 634 4 6 17 

グリーンハイツ107

大島信生 516 伊勢市勢田町608 46 

大浜真幸 630 奈良市大宮通2 3 

東急ドヱノレ奈良パークピレッジ11 203 

岡 美津子 560 豊中市万根山637

岡谷民男 780 高知市鴨部1027 14 

沖山之校 420 静岡市宮前町158 1 インベリア宮前403

野陽子 616 京都市右京区嵯峨新宮町22 2 

加地俊一 581 八尾市郡川799 19 

俣 隆 852 長崎市錦町847 16 

加藤かな子 448 刈谷市神明町6 13 2 

辛島美絵 821 福岡市博多区博多駅前4 31 3 

ダイヤパレス博多駅前410

川、島二郎 612 京都市伏見区地内町4 5 

桑原祐子 615 京都市西京区大原野灰方町540 10 

芸 林 会 516 伊勢市中林町桜ケ丘70 8 

神野志隆光 350 川越市古谷上6083 8A2ー203

五島和代 812 福岡市御島崎1 25一回5

佐野愛子 589 大阪狭山市西山台1 27 7 

白井伊津子 630 奈良市法蓮西町411 3 ハイツ 2中村

藤康子 840 佐賀市水ケ江4 1 15 852 

田中大士 270ー01流山市野々下4 811 2 

メゾンナノレシマ第三203号

0596 27 0183 

075 642 0754 

三;z:;;-ぉ

員
名

訂
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三 470-01愛知県愛知郡東郷町白鳥451

押草団地116 505 

島田伸一郎 355 埼玉県東松山市若松町2 12 31 

関 隆司 190-11東京都西多摩郡羽村町川崎137

間正之 700 岡山市下伊福2 2 18 5 

宋 哲来 韓国ソウ/レ市江南区瑞て

曽田友紀子 202 保谷市東町2 11 5 201 

武尾和彦幻2 市川市市)111 23 27 

多国 元 330 大宮市吉野町2 116 

田中治作 394 岡谷市今井区1 3 

千蔵美津子 156 東京都世田谷大原1 5 5 

帝塚山短期大学
図書館

戸谷高明

中村 元

成島知子

西 一夫

05613 8 5108 

0425 54 1932 

0493 24 6416 

12 

修田島

0424' 21 8378 

0473 23 0164 

0486 63 5645 

0266 22 0444 

044 932 3196 

03 466 7726 

マンシ冨ン市)11307

口町10 8 遠藤方

第一富士荘1ー1

田無市南町4 20 4 

京都市

川崎市多

茨城県つくば市天久保39 4 

オオキピJレ205

奈良市学園南3丁目630 

612 

305 

214 

188 

会
員
名
簿
補
訂

西沢一光

野坂純子 182

原 浩子 700 岡山市津島新野169

平松秀樹 641 和歌山市三葛836

町野修三 545 大阪市阿

松本雅史 971 いわき市小名浜花畑町48 29ー218

丸山古恵 396司 02長野県上伊那郡高遠町上山田1168

三崎純子 700 岡山市学南町353 青江方

三島和枝 721 福山市加茂町粟根821

水島明子 510 四日市市笹川8 45 笹川団地3 102 

宮川不二雄 380 長野市中村町452 13 

三宅笠子 721 福山市東桜町1 1 

0426 22 7724 コーポなつめ103田4 12 6 182 

0424 84-0457 3 14 7 

0734 45 2259 

06ー714 1022 

0265 94 4819 

0246 54 1671 

0849ー72 4636 

0593 21 3155 

0262 43 1575 

0849 ' 56 1187 

金井方

-26 176 

0298 52 9337 茨城県つくば市天久保3 8 10 

高野ハイツA 201 

305 ンナ村田カ

一一
0424 85 2407 -17 5 182 

03 813 5676 東京都文京区小石川5 31 4 404 

奈良市大宮町7 1 67 

つくば市桜村天王台2 1 

筑波大学学生宿舎33 806 

112 

630 

350 

子

朗

子

水

芳

栄

永

井

沢

本
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氏 名 一
会

住

名簿補町

所 話番号T 

会
員
名

青木哲郎 193 八王子市初沢町1291 桜井荘202

安居院 政 257 秦野市上今川町8 12 

飯泉健司 151 東京都渋谷区代々木5 56 5 

居駒永幸 350-03埼玉県比企郡鳩山町鳩ケ丘3 18 16 

伊沢道夫 343 越谷市赤山町4 9 1 D 628 

石戸雅子 108 東京都港区高輪1 4 33ー206

磯貝保子 193 東京都八王子市寺田町432ー7 2 

犬飼公之 981-31泉市加茂2 29 5 

上田慎二 465 名古屋市名東区藤ケ丘148 浅野ピル405

江口 測 243-04海老名市国分寺台2 17 6 

海老名季子 721 福山市西深津町7 3 39 

0463 81 6264 

03 466一四苦
0492 96 4152 

022 378 6788 

052 775 6664 

0849 23 4199 

遠藤一雄 394

奥田満知子 510

大西統子 7∞

市山手町258

四日市市三滝台3 10 15 

岡山市学南町3 6 44 木口祐一方

伊那市荒井区室町3685

0593ー21 6083 

大日方章 396

小川靖彦 112 東京都文京区春日1ー5 6 

小坂峻司 396

片山敬一 666-01)11西市向陽台2 6 20 

川上小百合 7∞ 岡山市学南町2 8 22 コスモ学南306
北原秀介 396-02長野県上伊那郡高遠町東高遠2133

城戸裕子 135 東京都江東区白河1 6 3 303 

木村康平 272 市川市高谷2 10 5 305 

木村初恵 573 枚方市岡東町22 19 

九州東海大品
図 書 高 862 熊本市大江町渡鹿m
久野ちはや 516 伊勢市岩淵3 4ー20 コスモハイツ202

久保田利枝子 380 長野市吉田4 19ー27

高知医科大品
図 書 面781-51南国市岡豊町小蓮
小林小容 150 東京都渋谷区神宮前5 46 16ー20

小林正昭 399-82長野県

西条 勉 164 東京都中野区中野5 19 16 205 

斎藤千秋 174

佐藤米子 190 立川市富士見町6 99 507 

志田マサ子 259-13秦野市菩提1744

0265 8 3764 

0265ー72 2420 

0727 93 3499 

03 630 2533 

0596 23 5413 

0262 43 6635 

03 406 8243 . 

0263 72 4196 

03 906 3474 

0463 75 1035 



後

言己
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ぉ
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ー

・

の

は

学

会

本

部

あ

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
〉
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

現

定
宮
一
貝
に
限
る
。

に
関
連
す
る
各
分
野
の

、

て
内
容
は

文。
一
、
分
量

は

十
枚一
以十

則
と
し
て
四

(
た
だ
し
「

々
」

内〉。

一
、
原
は
一
切
返
却
し
な
い
。
探
否
決
定

部
に
一
任
の
こ
と
.

て

論

γ
出
向
般
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
二
十

部
を
芯
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は

、

あ

ら

か

じ

め

申

出

が

あ

れ

こ

れ

に

応
ず
る
。

一T悶-
発
行

、女

〈
誌
代
を
含郵

七
百
五
十
円

O
本
年
度
全
国
大
会
は
、
長
野
県
高
遠
町
お
よ
び
筑

波
大
学
の
多
大
な
る
御
尽
力
に
よ
り
、
無
事
、
成

功
裡
に
終
了
し
た
。
大
学
で
の
開
催
と
違
っ
て
御

苦
労
も
多
か
っ
た
と
思
う
が
、
例
年
よ
り
多
い
参

加
者
や
、
黄
葉
の
向
う
の
雪
景
色
な
ど
、
印
象
に

残
る
大
会
で
あ
っ
た
。
伊
藤
博
氏
の
報
告
を
参
照

さ
れ
た
い
。
高
遠
町
・
筑
波
大
学
の
皆
様
を
は
じ

め
と
し
て
、
お
力
添
え
下
さ
っ
た
方
々
に
改
め
て

感
謝
致
し
た
い
。
次
号
以
降
に
大
会
の
成
果
を
掲

載
で
き
る
か
と
考
え
て
い
る
。

O
来
年
度
全
国
大
会
は
、
三
年
ぶ
り
に
関
西
に
庚
つ

て
、
大
谷
女
子
大
学
の
お
世
話
に
な
る
。
追
っ
て

日
程
等
を
お
知
ら
せ
で
き
る
か
と
思
う
。
本
年
度

に
ま
し
て
多
く
の
会
員
諸
氏
の
御
参
加
を
お
待
ち

し
た
い
。

O
今
号
よ
り
編
集
を
引
き
つ
い
だ
。
非
力
な
が
ら
精

一
杯
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
御
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
御

叱
正
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
ま
た

学
会
誌
の
一
一
胞
の
進
展
の
た
め
に
も
、
諸
氏
の
力

作
の
御
投
稿
を
お
待
ち
致
し
た
い
。

。
皆
様
に
と
っ
て
新
年
が
慶
び
多
い
年
で
あ
ら
ん
こ

と

，

い

つ

つ

。

(

蜂

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
・

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究

便
番
号
五
六
五
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。
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研

者
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っ
て
会
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と
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き
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